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力学の保存量（２）

３．３運動量と角運動量

３．４衝突
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保存量：復習

• 不変なもの，時間的に変わらないもの

• エネルギー
• 運動量
• 角運動量
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運動量，角運動量

• ベクトルの保存量
直進的運動のはげしさを表す
回転的運動のはげしさを表す
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ベクトルの外積（p.228,A.3）
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角運動量

mrv=l回転的運動のはげしさ
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回転軸
の方向
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保存則

• 外部からの力，力のモーメントの和が０の
とき，系の全運動量，全角運動量は保存
する。

• 個々には変化しても総和が一定。
• 証明(p.61)： 力学の第３法則（作用反作用
の法則）が活躍する。
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重心

２個の質点系
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２体系：換算質量

２体系の運動，第３法則に従うとき

次の換算質量μの１つの質点の運動と同等
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どういう意味か？
(p.63 の説明の意義）

Fµ

1m 2m
F

質量M ，位置 R と質
量μ，位置ρの２つ

の「質点」の方程式
この系の運動を記
述する運動方程式
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衝突

• 複数の質点がお互いに力を及ぼして，相
手の運動量を変化させる現象。
（合計の運動量は一定 ←運動量保存則）
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衝突

• 衝突で力学的エネルギーが保存する場合
… 弾性衝突

• 衝突で力学的エネルギーが保存しない場
合… 非弾性衝突 Ｑ＝エネルギーの変化
（発生した熱エネルギーなど）

• 非弾性衝突の場合．．．はねかえり係数 eを使う場合も
ある
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１次元衝突

• はじめの速度を与えて，衝突後の速度を
求める。

2m1m 1v 2v
衝突前

'2v'1v
衝突後
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2m1m 1v 2v

2211 vmvm +運動量の合計
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終状態も同様に考え，保存則を使う
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まず，問題文を良く読み，

図を描いてみる
問３．１２

vM

燃焼によりエネルギーＱを得た
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２次元衝突

• はじめの速度を与えて，衝突後の速度を
求める。
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２次元衝突

• 運動量保存則，エネルギー保存則を使うこ
とは同様。

• 運動量保存則は ｘ，ｙ 成分に分けて考える。



工学院大学の学生のみ利用可：印刷不可：再配布不可 (C)加藤潔 2001

x

y

終りの状態

'1v

'2v

φ

)',0('

)sin',cos'('

)0,(

)0,(

22

111

2

1

vv

vvv

uv

uv

−=

=

−=

+=

φφ

問３．１４

まず，問題文を良く読み，

図を描いてみる

x

y

初めの状態

u u



工学院大学の学生のみ利用可：印刷不可：再配布不可 (C)加藤潔 2001

)',0('

)sin',cos'('

)0,(

)0,(

22

111

2

1

vv

vvv

uv

uv

−=

=

−=

+=

φφ

運動量ｘ成分
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